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平
成　

年
９
月

１９

　
　
　
　
　

定
例
会
の
概
要

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
に
開
会
し
、
９

月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

２６

２３

た
。

　

定
例
会
初
日
の
９
月
４
日
か
ら
５
日
ま
で
の

２
日
間
は
、　

名
の
議
員
に
よ
り
一
般
質
問
が

１２

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
は
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
議

案
や
市
民
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
陳
情
を
審
議

し
、
補
正
予
算
等
の
議
決
、
議
案
や
陳
情
の
委

員
会
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
・　

日
・　

日
の
３
日
間
は
、
常
任
委

１１

１２

１３

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

日
に
は
総
務
委

１１

員
会
、　

日
に
は
環
境
建
設
委
員
会
、　

日
に

１２

１３

は
福
祉
文
教
委
員
会
の
各
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
・　

日
に
は
、
決
算
特
別
委
員
会
が
開

１９

２０

催
さ
れ
、
平
成　

年
度
の
７
会
計
に
つ
い
て
の

１８

歳
入
歳
出
決
算
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の　

日
に
は
、
総
務
・
環
境
建
設
・

２６

福
祉
文
教
の
各
常
任
委
員
長
と
決
算
特
別
委
員

長
の
委
員
会
審
査
報
告
な
ど
を
受
け
て
、
質

疑
・
討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�����������������

�����������������

　

あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の 
田 た 
島 じま

 
義
昭 
氏
は
、
平
成　

年　

月

よ
し
あ
き

１９

１１

９
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、 
坂
本 
さ
か
も
と 
範 のり 
夫 
氏
を

お

あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
す

る
た
め
、
議
会
に
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。
任
期
は
、

平
成　

年　

月　

日
か
ら
平

１９

１１

１０

成　

年　

月
９
日
ま
で
と
な

２２

１１

り
ま
す
。

○
あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評
価

　

審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

���������

���������

　

あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
定

数
を
地
方
税
法
（
昭
和　

年
２５

法
律
第
２
２
６
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
る
た
め
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

���������

���������

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成　

年
１９

法
律
第　

号
）
の
施
行
に
伴

４４

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

○
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

　

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

　

関
す
る
法
律
に
伴
う
関
係
条

　

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

���������

���������

　

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成　

年
１７

法
律
第
１
０
２
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

　

あ
き
る
野
市
長
の
資
産
等
の

　

公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

�������������

�������������

　

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成　

年
１７

法
律
第
１
０
２
号
）
及
び
証

券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成　

年
法
律

１８

第　

号
）
の
施
行
に
伴
い
、

６５
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

○
あ
き
る
野
市
固
定
資
産
評 

　

価 
審
査
委
員
会
委
員
の
選

　

任
に
つ
い
て

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
育
児
休

　

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�����������

�����������

　

原
小
宮
土
地
区
画
整
理
事

業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
あ

き
る
野
市
原
小
宮
一
丁
目
３

番　

先
か
ら
同
市
原
小
宮
一

２４
丁
目
９
番
１
先
ま
で
、
他　
２２

件
を
市
道
路
線
に
認
定
す
る

も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

���������

���������

　

原
小
宮
土
地
区
画
整
理
事

業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
あ

き
る
野
市
原
小
宮
９
番
１
先

か
ら
同
市
原
小
宮
１
番
２
先

ま
で
、
他　

件
の
市
道
路
線

２５

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

�������������������

�������������������

　

原
小
宮
土
地
区
画
整
理
事

業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
あ

き
る
野
市
二
宮
３
７
６
番
１

先
か
ら
同
市
平
沢　

番
先
ま

５７

で
を
同
市
二
宮
３
７
６
番
１

先
か
ら
同
市
原
小
宮
一
丁
目

９
番
２
先
ま
で
に
、
同
市
瀬

戸
岡
１
１
７
番
１
先
か
ら
同

市
平
沢
４
１
２
番
１
先
ま
で

を
同
市
瀬
戸
岡
１
１
７
番
１

先
か
ら
同
市
原
小
宮
一
丁
目

８
番
３
先
ま
で
に
市
道
路
線

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

（
投
票
の
結
果
、
全
員
の
賛 

成
で
同
意
）



○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

�����������

�����������

　

秋
川
南
岸
道
路
の
新
設
に

伴
い
、
あ
き
る
野
市
留
原
５

番
１
先
か
ら
同
市
高
尾
３
５

１
番
２
先
ま
で
を
同
市
留
原

５
番
１
先
か
ら
同
市
留
原
３

番
２
先
ま
で
に
市
道
路
線
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�������

�������

　

秋
川
南
岸
道
路
の
新
設
に

伴
い
、
あ
き
る
野
市
高
尾
３

５
５
番
か
ら
同
市
高
尾
３
５

９
番
３
先
を
市
道
路
線
に
認

定
す
る
も
の
で
す
。

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

���������

���������

　

隣
接
す
る
市
道
の
拡
幅
整

備
に
伴
い
、
あ
き
る
野
市
油

平
１
０
８
番
１
先
か
ら
同
市

油
平
１
０
８
番
８
先
を
市
道

路
線
に
認
定
す
る
も
の
で

す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

�����������

�����������

　

現
況
が
廃
滅
し
て
お
り
、

道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
な

い
た
め
、
あ
き
る
野
市
引
田

６
９
８
番
先
か
ら
同
市
引
田

６
９
９
番
１
先
ま
で
の
市
道

路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

���������

���������

　

一
般
国
道
４
１
１
号
の
道

路
拡
幅
に
伴
い
、
あ
き
る
野

市
菅
生
６
５
５
番
１
先
か
ら

同
市
菅
生
６
５
４
番
１
先
ま

で
の
市
道
路
線
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市 

１９

　

一 
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

　

号
）

※
補
正
予
算
額
に
つ
い
て
は
下

　

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
国

１９

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
老

１９

　

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
介

１９

　

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
下

１９

　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）　

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
一

１８

　

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　

定
に
つ
い
て

※
歳
入
歳
出
決
算
額
等
の
詳
細

　

は
４
・
５
頁
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
国

１８

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
老

１８

　

人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
介

１８

　

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
戸

１８

　

倉
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
以
上
、賛
成
多
数
で
原
案
を
認
定
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
下

１８

　

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
受

１８

　

託
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
以
上
、全
会
一
致
で
原
案
を
認
定
）

○
国
際
園
芸
博
覧
会
の
多
摩
地
域

　

で
の
開
催
に
関
す
る
意
見
書

○
都
市
農
業
振
興
等
に
関
す
る

　

意
見
書

○
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正

　

に
関
す
る
意
見
書

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○「
る
の
バ
ス
」の
改
善
を
求
め

　

る
陳
情

○「
岸
忠
左
衛
門
翁
之
像
」の
あ

　

き
る
野
市
へ
寄
贈
、
な
ら
び

　

に
移
築
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
全
会
一
致
で
陳
情
を

継
続
審
査
）

○
国
際
園
芸
博
覧
会
の
多
摩
地

　

域
で
の
開
催
に
関
す
る
意
見

　

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

○「
都
市
農
業
振
興
等
に
関
す

　

る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い

　

て
の
陳
情

　
　
　
　
　

○
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正

　

を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等

　

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

　

陳
情

（
以
上
、
全
会
一
致
で
陳
情
を
採
択
）

○
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

　

設
置
に
関
す
る
動
議

（
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

※
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

　

の
詳
細
は　

頁
を
ご
覧
く
だ

１４

　

さ
い
。

○
あ
き
る
野
市
選
挙
管
理
委
員

　

及
び
補
充
員
の
選
挙

補正後の額補正額補正前の額会計名

２４４億６０９０万１千円１億９８６０万８千円２４２億６２２９万３千円一般会計

８１億２３６５万８千円１億５４８８万５千円７９億６８７７万３千円国 民 健 康 保 険特　

別　

会　

計

４５億６２１６万６千円１７５４万０千円４５億４４６２万６千円老 人 保 健

４０億６５７７万８千円９６１４万４千円３９億６９６３万４千円介 護 保 険

３３億０７６４万９千円△１２３２万２千円３３億１９９７万１千円下 水 道 事 業
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（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案 

を
可
決
）

動
議
と
は
？

　

主
と
し
て
、
会
議
の
進
行

ま
た
は
手
続
き
に
関
し
、
議

員
か
ら
議
会
に
対
し
て
、
ま

た
は
委
員
か
ら
委
員
会
に
対

し
て
な
さ
れ
る
提
議
を
い
い

ま
す
。

《
委　

員
》

　
 
土 つち 
屋 　や
 
亮 
り
ょ
う 
一
郎 　

氏

い
ち
ろ
う

　
　
　
　
（
草
花
２
８
７
１
番
地
）

　
 
河 こう 
野 　

京

の

   
き
ょ
う 
子 　

氏

こ

　
　
　
　
（
五
日
市
９
７
２
番
地
）

　
 
千 せん 
田 　だ
 
洋 よう 
子 　

氏

こ

　
　
　
　
（
雨
間
７
７
６
番
地
８
）

　
 
田  
嶋 　
た 
じ
ま

 
光 みつ 
男 　

氏

お

　
　
　
　
（
伊
奈
３
８
８
番
地
３
）

《
補
充
員
》　
（
順
位
順
）

　
 
高 たか 
木 　
 
八  
重  
子 　

氏

ぎ 

や 

え 

こ

　
　
　
（
野
辺
４
０
８
番
地
イ
号
）

　
 
吉 よし 
野 　の
 
和 かず 
子 　

氏

こ

　
　
　
（
二
宮
２
３
８
９
番
地
３
）

　
 
栗
原 

く
り
は
ら　
 
せ  
つ  
子 　

氏

せ 

つ 

こ

　
　
　
　
（
乙
津
２
０
４
７
番
地
）

　
 
関 せき 
田 　

ま
ゆ
み　

氏

た

　
　
　
　
　
（
山
田
７
８
７
番
地
）

�����������

�����������

　

あ
き
る
野
市
選
挙
管
理
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
々
が
指
名
推
選

に
よ
り
当
選
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
任
期
は
平
成　
１９

年　

月　

日
か
ら
平
成　

年

１１

１０

２３

　

月
９
日
ま
で
と
な
り
ま

１１す
。



平
成　

年
度
決
算
を
認
定

１８
　

平
成　

年
度
の
７
会
計
の
歳
入
歳
出

１８

決
算
は
、
議
長
・
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
９
月　

日
・　

日
の
２
日
間

１９

２０

に
わ
た
り
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
所
管
部
長
か
ら
主
な
事
業
等

の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。
活
発

な
議
論
を
行
い
、
慎
重
な
審
査
の
結

果
、
一
般
会
計
決
算
及
び
６
件
の
特
別

会
計
決
算
を
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
に
よ
る
２
日
間
の

審
査
の
後
、
最
終
日
で
あ
る
９
月　

日
２６

の
本
会
議
に
お
い
て
、
決
算
特
別
委
員

会
の
委
員
長
が
審
査
報
告
を
行
い
、
そ

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
や
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成　

年
度
の

１８

７
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
採
決
が
行

わ
れ
、
７
会
計
全
て
の
決
算
が
、
原
案

ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

１８

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
２
日
間
に
わ
た
り
審
査

平成１８年度　歳入歳出決算額
差　引　残　額
（翌年度繰越）歳　出　総　額歳　入　総　額予　算　現　額会　　計　　別

４億４１０２万９７９６円２７９億３９９８万７４９０円２８３億８１０１万７２８６円２８３億２３３３万４０００円一 般 会 計

１億７１３１万１３６１円６９億１８４４万６７４４円７０億８９７５万８１０５円７０億６７０２万６０００円国民健康保険
特

別

会

計

４３９５万４２６４円４４億８８２８万９９３０円４５億３２２４万４１９４円４５億９７３７万１０００円老 人 保 健

７４４１万１１２２円３６億５３８５万５９４５円３７億２８２６万７０６７円３７億５２１６万７０００円介 護 保 険

７４５万２８９２円８９０万９９６８円１６３６万２８６０円１４２５万４０００円戸倉財産区

６１０７万８１２３円３１億８６６１万８４３７円３２億４７６９万６５６０円３２億１５００万３０００円下水道事業

０円９億７７９６万６６１５円９億７７９６万６６１５円１０億３１５２万００００円受託水道事業

３億５８２０万７７６２円１９２億３４０８万７６３９円１９５億９２２９万５４０１円１９６億７７３４万１０００円計

７億９９２３万７５５８円４７１億７４０７万５１２９円４７９億７３３１万２６８７円４８０億００６７万５０００円合　 　 計



一般会計決算に対する討論
　

平
成　

年
度
は
、
定
率
減
税
の
半
減
・
老
年
者
控
除

１８

の
廃
止
で
、
市
民
負
担
が
大
幅
に
増
え
、
１
２
３
１
件

の
問
い
合
わ
せ
が
市
役
所
に
「
殺
到
」
し
た
。
そ
の
う

え
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
攻
勢

は
、
お
年
寄
り
に
「
死
ね
っ
て
言
う
の
か
」
と
の
叫
び

が
起
こ
っ
た
。

　

ま
た
市
長
は
、
財
源
不
足
を
理
由
に
予
算
の
「
枠
配

分
方
式
」
を
と
り
、　

項
目
、
９
億
２
千
万
円
の
減
額

４０

を
指
示
し
た
。
そ
の
中
の　

％
は
福
祉
・
教
育
関
係
で
、

６０

ま
さ
に
「
削
り
や
す
い
福
祉
・
教
育
を
狙
い
撃
ち
し
た

内
容
」
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
共
産
党
あ
き
る
野
市
議
団
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
、
市
民
の
要
望
を
聞
く
と
と

も
に
、
夏
に
は
、
市
内　

の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
を

１８

訪
問
し
、
現
場
で
出
さ
れ
た
２
１
８
項
目
の
要
望
を
教

育
長
に
提
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
屋
城
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
善
、
東
秋
留

小
学
校
の
増
築
、
耐
震
診
断
の
増
額
、
一
の
谷
児
童
館

の
改
修
な
ど
、
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
旧
秋
川
市
時
代
に
バ
ブ
ル
開
発
で
作
っ
た

土
地
開
発
公
社
の
借
金
返
済
に
、
１
億
９
千
万
円
も
の

市
民
の
税
金
を
持
ち
出
し
た
。
そ
の
う
え
、
温
泉
建
設

に　

億
円
の
借
金
を
す
る
な
ど
、
開
発
優
先
の
ム
ダ
使

２０
い
が
、
市
民
の
切
実
な
要
望
や
暮
ら
し
を
後
回
し
に
す

る
決
算
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
認
定
に
対
す
る
反
対
討

論
と
す
る
。

　

平
成　

年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
比　

１８

１０

％
強
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
地
域

総
合
整
備
事
業
債
や
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
に

伴
う
地
方
債
の
一
時
的
な
増
加
、
市
税
収
入
及
び
地
方

交
付
税
の
減
収
な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
柱
で

あ
る
市
税
は
、
市
民
税
が
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
増

収
と
な
っ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
な
ど

に
よ
り
大
き
く
減
収
し
た
。
ま
た
、
市
税
や
国
民
健
康

保
険
税
の
徴
収
率
は
、
過
去
最
高
と
な
り
、
市
民
負
担

の
公
平
性
と
財
源
の
確
保
に
向
け
、
着
実
に
実
践
し
た

努
力
を
評
価
す
る
。
歳
出
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
議
場
映
像
の
放
映
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
土
地

開
発
公
社
の
土
地
を
長
期
間
賃
貸
し
、
地
方
債
償
還
に

充
て
、
経
営
の
健
全
化
に
向
け
取
り
組
ん
だ
努
力
が
伺

え
る
。
め
ざ
せ
健
康
あ
き
る
野　

計
画
策
定
に
よ
り
市

２１

民
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
環
境
を
整
え
る
な
ど
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。
更
に
、
秋
川
渓
谷
瀬

音
の
湯
は
、
オ
ー
プ
ン
後
、
５
ヶ
月
間
で　

万
人
を
突

１０

破
し
、
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

積
極
的
な
対
応
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育

体
制
・
副
籍
モ
デ
ル
事
業
等
の
学
校
教
育
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
等
々
の
施
策
を
、

積
極
的
に
進
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

今
後
も
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
更
な
る
取
り
組
み

を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。 

　

平
成　

年
度
は
、「
合
併
市
町
村
ま
ち
づ
く
り
推
進

１８

事
業
」
の
締
め
く
く
り
の
年
と
し
て
、
十
里
木
・
長
岳

周
辺
地
域
観
光
拠
点
整
備
事
業
や
中
央
図
書
館
建
設
事

業
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
方
が
、
市
の
行
財

政
運
営
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
一
年
で
あ
っ

た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
見
る
と
、
歳
入
が
２
８

３
億
８
１
０
１
万
７
千
円
、
歳
出
が
２
７
９
億
３
９
９

８
万
７
千
円
で
、
実
質
収
支
は
４
億
３
２
３
０
万
９
千

円
の
黒
字
で
あ
り
、
実
質
収
支
比
率　

％
と
適
正
範
囲

３．０

内
に
あ
る
も
の
の
、
経
常
収
支
比
率
が　

・
７
％
で
、

９８

ま
す
ま
す
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

懸
念
を
感
ず
る
。

　

具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

は
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
で
も
迅
速
な
る
改
修
を
強
く

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
の
創
設
を
評
価

す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
で
所
得
制
限

の
緩
和
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
さ
ら
に

は
、
中
央
図
書
館
の
開
設
を
高
く
評
価
し
、
今
後
、
よ

り
一
層
の
機
能
の
充
実
を
期
待
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
、
活
力
溢
れ
る

市
政
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
願
い
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

日
本
共
産
党

　
　
 
あ
き
る
野
市
議
団

清　

風　

会

公　

明　

党


